
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

                          

 

         

 

 

  

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芝増上寺にて館長 長谷川栄子葬儀 

館長 

故 長谷川 栄子 

代表取締役社長 

長谷川 裕晃 

副館長 

長谷川 真弓 
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にこの東京学生会館を立ち上げ開業当初より亡くなるま
での約 37 年間にわたり現役の館長として学生会館の運
営に携わってまいりました。開業当時 9 階にある館長の
自宅のカギは常にオープンで、常時 5 名から 10 名程度の
在館学生がたむろっており、台所には巨大な鍋にいつも
館長お手製のカレーやらおでんやらが用意されており、 
 

 

暑中お見舞い申し上げます。 

さて、既にお聞き及びの方もおられる
と存じますが、去る 2 月 21 日に東京学
生会館館長の長谷川栄子（91 歳）が永
眠いたしました。告別式等に際しまし
て多々お気遣いいただきました事、こ
の場をお借りして厚く御礼申し上げま
す。 

私の母でもあります長谷川栄子は、父
である長谷川三善とともに 1982年 4月
にこの東京学生会館を立ち上げ、開業 

 

それをほおばる学生の嬉しそうな顔を見るのが何よりの喜
びでした。体調の悪くなった子がいると夜中まで付きっきり
で看病にあたり、悩みを抱える子には人生相談に乗ってあげ
たり、時には試験をさぼった子を叱り飛ばすこともあったよ
うで、正に実家のご両親に代わる東京のお母さんに徹した館
長は数多くの元在館者の結婚式にも出席させていただきま
した。時代は移り変わり昨今の若者はプライバーシーを重視
し、あまり構われることを好まず、過度な人とのコミュニケ
ーションを避ける傾向になってきたように感じます。 
そんな時代背景もあって、昔のような密度の濃い在館者との
ふれあいは少なくなりましたが、それでも気持ちの上ではい
つも学生に寄り添い、困ったことがあったらいつでもいらっ
しゃいと、さすがに自宅のカギは施錠するようになりました
が、心のカギは昔と変わらずいつもオープンでありました。 
そんな存在感の大きな館長を失い、会館全体が大きな悲しみ
に包まれましたが、私をはじめスタッフ一同館長の理念、理
想を受け継ぎ、常に学生の気持ちに寄り添う運営に努めてま
いる所存ですのでどうぞこれからもよろしくお願い申し上
げます。 

 

楽しみの一つは美しい建物や景色に出会
える事です。今回は伝統ある数多くの大
学・専門学校の中から、大正 13 年（1924

年）に世界的な建築家アントニン・レイモ
ンド氏による天上の幾何学模様も美しい 

建物と薬用植物園を持つ星薬科大学をご紹介したいと思いま
す。正門の大木のアプローチを抜けると目の前に素敵な洋館 

 

薬用植物園に置かれた藤の椅子やテーブルはモネの庭園を 

思わせ植物園との調和も美しく、創設者の星一先生が 20 歳
の若さで渡米した時に異文化や美しい物、事に触れた感動を
感じさせます。 

薬草の草花も美しく、暫し時を忘れて見惚れてしまいました。 

 

新入館生の皆様をお迎えして、ひと段落 
した 6 月は、各学校にご挨拶を兼ねて 

私共会館で過ごされる学生様に何か一つ
でもお役にたてられる事はないかとお伺
いする季節とも重なります。その時の私の 

私共の会館の外壁も亡き義母、館長の長谷川栄子が温も
りを感じて欲しいと煉瓦の色にこだわり、全国を探し回
り岐阜県多治見の窯元で焼かせたそうです。その煉瓦を
耐火・耐震となるよう独自の工法で建てさせたと生前よ
く私に話してくれました。 

私共も安心・安全に少しでも皆様に使いやすくこの会館
に来て良かったと思って頂ける様義母の遺志を継いでこ
れからも頑張って参りたいと思います。 

去る 2 月 28 日、3 月 1 日芝の増上寺にて東京学生 
会館館長長谷川栄子の葬儀が執り行われました。雨が降りしきる日にも 
かかわらず 300 名もの弔問客が最後のお別れに参列されました。生前 
の付き合いの広さを物語るように千葉県知事森田健作先生、衆議院議員平将明先生、千代田区長石川雅己
先生、日本工学院理事長千葉茂先生、三井記念病院元院長高本真一先生はじめそれぞれ第一線で活躍され
ている多くの方々も駆けつけてくれました。出棺の際には世界的なピアニスト Jacob Koller 氏によるピア
ノの献奏が行なわれ、多くの弔問客の涙を誘いました。中には米国や沖縄など遠方より駆け付けた方もお
り、そのうちの一人は「この前お会いしたばかりであんなにお元気だったのに信じられません。館長と最         
  後のお別れと聞きすぐに飛行機の予約をして飛んできました。いつも忙しい方だったのでゆっく     

りお休みくださいと伝えてきました。」と語っておられました。 

る事なく、現在も使われている事に驚かされます。 

 

の建物が見えてきます。内部ホールの天井は、美しいしいだ
けでなく構造上も優れ、震災や空襲にも壊れ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
2022 北京パラリンピッ

クスノーボード代表を

めざす大岩根正隆さん 

在館者によるダンスパフォーマンス 

毎年恒例のイベント「おいしいピクニック」が 5/24
～5/26 まで開催されました。近隣の飲食店による特
設店舗や、音楽ライブ、ものづくりワークショップ、
そしてピクニックもできるいつもとは異なる道路空
間を堪能した３日間でした。 

管理室から 
今年度は４７名の新入館生をお迎えして慌ただしくも 

賑やかな春があっという間に過ぎていきました。 

皆様も新生活に慣れて元気に通学されている様子でした。 

今は 8月に入り、帰省されている学生さんも多く静かな 

会館です。暑い日が続きますがまた新学期に元気な姿 

を見せてくださいね。 

 

 

 

毎春恒例となりました新入館歓迎パーティー 
が開催され、多くの新しい在館生の皆さんにもご参加いただきました。 
 

 
 

国際色豊かな 
ミュージシャンの 

生演奏♪ 

２０１９年１月５日より 
利用時間が延長されました。 
毎日８：００～２４：００ 

 
新日本キックボクシング 

日本ライト級王者勝次さん 

 

 多彩なゲストの方々との出会い

も貴重な経験です♪ 

大好評の８Fラウンジ 
を是非ご利用ください！ 

副館長からプレゼントもあります     

フリーWi-Fi・自販機設置 

快適な環境で学習もはかどります 


